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日本にやってきたかぶは、各地の気候
き こ う

や風土
ふ う ど

に合うように変異
へ ん い

し、様々
さ ま ざ ま
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『かぶ』について

　「かぶ」は中央アジアか地中海沿岸
ち ち ゅ う か い え ん が ん

が原産
げ ん さ ん

だと言われています。

　日本では「日本書紀
に ほ ん し ょ き

」に記載
き さ い

があり、古くから重要な農産物でした。

大きく、肉質が柔
や わ

らかいのが特徴です。

な品種が生まれました。その数は８０種ともいわれています。

　かぶの丸い実にはビタミンＣやカリウムが豊富ですが、じつは、栄養

価
か

が高いのは実よりも葉の部分です。カロテンやビタミンＢ１、Ｂ２、

カルシウムなどを豊富に含んでいます。

　「カブラライン」と呼ばれる日本の東西を分ける線が存在します。愛知県、

岐阜県、福井県を結ぶラインで、ちょうど関ケ原付近
せ き が は ら ふ き ん

となります。この線を境
さかい

に、

カブの品種は大きく2つに分類されるとされています。

　東日本に分布
ぶ ん ぷ

する品種は、ヨーロッパから伝わった西洋型
せ い よ う が た

です。葉が立ち、

種が小さく、肉質
に く し つ

が硬
か た

いのが特徴です。

　西日本に分布する品種は、アジア原産の日本型です。葉が横に広がり、種が
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